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要約

近年、保育ニーズの高まりと多様化の進展によって、新たな保育の形態が試みられるようなった。

例えばζれまでの保育所の多くは「保育に欠けるJ子どもを対象とした保育施設としての役割を
担ってきたが、他方保護者や子どもの都合で緊急に、あるいは週に何回か決められた日に保育所

で保育が受けられる一時的保育が数年前より実施されるようになった。今回ζの保育の利用者を

対象に調査を行なった結果、利用者の多くは安心して仕事ができ、精神的なゆとりが持てるだけ

でなく、子どもの成長と発達面からおおむね満足している反面、利用できる保育時間の短さや保

育料についてはやや不満の意を示しているととが明らかになった。今後の課題としては、乙うし

た問題の解決を図りつつ、子と。もの成長と発達を保障する立場にたって一時的保育の特徴をふま

えた、新たな保育方法と内容の構築が急務になっている。
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Abstract 

Today new chi1d-care ways have tried by the progressive chi1d-care's ne吋sand the 

div佐官ification， Most of the day骨 C班、ecenter ， for instance ， took c町 eof the child 

who needs the care加 dp1ayed an important ro1e as the chi1d-care center by now . 

On the other hand • the t倒卯rarycare has taken effect台omso鵬 Y伺rsbefore iri an 
e鵬 rgency the child needs the day-care cou1d make use of these day-care services 

in the day-care center. Accoding to the survey this time .百leresu1 ts are following : 

Most of p町 entscou1d experience the emortiona1 p伺 ceof mind .get p1enty of works and 

are satisfied with their chi1d's grow-up . But so鵬 ofth倒 have disatisfactions of the 

day-care time and fee . Now we must sol ve the sev町 eprob1em .create new伺reways and 

contents to sec町 ethe chi1d 's rights that they伺 ngrow up sound1y . 
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しはじめに

近年働く女性の増加と就労青郷、の多様化に伴い、保育

ニーズが高まり、そのための新たな保育システムが強く

求められるようになった。それは今後の保育の方向性を

示すと思われる、いわゆる「エンゼルプランJ(Ii'今後
の子育て支援のための施策の基本的方向について』平成

6年12月)においても「多様な保育サービスの充実j

として、①保育システムの多様化・弾力化の促進、②低

年齢児保育、延長保育、一時的保育事業の拡充、さらに

は③保育所の多機能化のための整備などが明記されてい

ることからも明らかである。

また、 ζうした保育ニーズに対する経年的な推移を見

ると、例えば延長保育の実施状況は昭和63年時に48
7カ所の保育所で行われていたが、平成7年には厚生省

の調査によると、 2、282カ所とほぼ5倍の増加にな

っている。さらに、低年齢児である乳児保育に関しては

ここ7年間に約2倍に増えている。

ζのように保育ニーズの高まりはとれまでの保育の形

態を変えようとしている。例えば、通常の保育は措置児

童を対象に、特別な場合を除くと8時間ないし9時間程

度の保育を受けるものであったが、それまで保育所を利

用したことがない、あるいは措置の対象でなかった保護

者が緊急にあるいは週に何回か保育所を利用できる「一

時的保育Jの実施によってそうした状況が変化している。
この一時的保育事業もニーズが少なくなく、平成7年

では457カ所見込まれている。
しかしながら、その実施状況や現況については必ずし

も多くが明らかになっているとは言えない。なかでも一

時的保育を利用している利用者に関する調査研究そうし

た傾向が顕著である。 1)

II.研究目的

この調査研究では、こうした現況を踏まえて保育所に

おける一時的保育の状況を利用者がどうみているのか、

実施の利用状況及び現行の方法がニーズに合っているの

かどうか、また現行の問題点は何か、などを明らかにす

ることを目的としている。そのことにより今後もニーズ

の高まりが予想される一時的保育のさらなる普及と質的

向上を図っていくためのー資料になるものと思われるか

らである。

III.研究方法と調翻す象

本年度は、一時的保育を利用している利用者を対象に

質問票による調査を中心としたが、必要に応じて担当の

保育者からの聞き取り調査を行なった。今回調留す象と

した保育所は、以下の地域における認可保静斤で、回答

にあたっては重複しないように利用者ひとりに1票とし

調査期間はおおむね2--3カ月間とした。その結果今回

の調査票の回答者数は合計で195人であった。
北海道 ・函館市 2カ所 (38人)

岩手県 ・花巻市 1カ所 (52人)

神奈川県・平塚市 1カ所 (62人)

埼玉県 ・狭山市 1カ所 (26人)

静岡県 ・静岡市 1カ所 (1 7人)

IV.調査結果及び考察
1.保育形態

まず、一時的保育の形態としてはほぼ6:4の割合で
非定型が多くなっている。ただし地域差または保育所間

にかなりの格差があるζとが特長として見られた。

2.子どもの年齢および性差

一時的保育を受ける子どもの年齢では、長子に限って

見ると、 2歳から3歳未満までの子どもが全体の34.
4%(67人)と一番多く、 3歳児を含めると全体の過
半数にあたる57%(111人)を占めている。それに
対してO歳児の利用は1割程度 (22人)に過ぎず、現

行の一時的保育は乳児より幼児に多く利用されていると

いった結果が見られた。また、今回調査の対象となった

男女の割合は男児の106人に対して女児の88人(不
明1人)と男児が18人程多くなっている。

なお、第2子では1歳未満児は3人、 1歳児13人、
2歳児3人、 3歳以上2人の計21人で男児6人、女児

1 5人であった。第3子は2人の女児となっている。

3.利用者の年齢

一時的保育を利用している者の年齢は、 30歳台が多

く、約4割を占めている。さらに、 25歳Lえ上を含める
と全体の7割近くになる。

4.子どもとの続柄

調査票の記入者と子どもとの続柄では、母親が約95
%にあたる185人で、父親はわずか7人・ 3.6%で
あった。

5.家族形態
家族形態を見ると、諦観す象全体では7割強が核家族

で占められているが、地域別には都市部にある保育所で

8割以上と高い反面、農村に近い保育所では5割台にな

っている。また、ひとり親家庭による利用は4人 (2.
1 %)であった。

6.就業の有無

一時的保育を利用者している者の就業の有無は、就業

している者が55.9%(109人)で、就業していな
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い者は全体で32.8%にあたる64人であった。また、
以前に就業していた者が11人 (5.6%)で、現在求
職中と回答した者は9人 (4.6%)になっている。就
業者の仕事の形態は、常勤が5人にひとりの割合にあた

る48人 (24.6%)、非常勤がそれに近い43人(
22. 1 %)で、自営は19人 (9.7%)という結果
であった。ごれは通常の措置による保育に比べると常勤

者およびパートを含む就業者の利用の割合が低いといっ

た、一時的保育のひとつの側面が示されていると言える。

7.利用経験の有無
一時的保育を利用した経験については、 「以前から利

用しているjという回答が、 「今回はじめてJ利用した
者95人 (48.7%)よりわずかに多い、 97人 (4
9. 7%)であった。こうした利用経験の有無に関して、
今回利用者への調査と同時に実施した施設側に対する調

査票から判断すると、との一時的保育の制度を早くから

導入し、取り組んでいる保育所や保育ニーズの高い地域

にある保育所では、当然のごとながら「以前から利用し

ている者jの割合は高く、反対に保育所にこうしたシス

テムのあるごとをとれまで知らなかったり、保育所が近

くになく利用しにくい地域での利用者は「今回はじめて

J利用する割合が高いといった実施状況の違いにあるこ
とが明らかになった。

8.利用時期
この一時的保育をいっこ。ろから利用しているかについ

て回答している103人のうち、 rl年以上前からjが
30人と一番多く、およそ3人にひとりの割合になって
いる。これに r6カ月以上前からJを含めると、 48.
5%になり、利用者のほぼ半数に近い者が6カ月芯L上前
から一時的保育を利用しているととが明らかになった。

またそれとは反対に1カ月から6カ月以内には、それよ

りやや多い53人で割合では51.4%になっている。
ζのととから、調査を実施した平成8年時点での利用時

期に関しては、 6カ月を境に比較的最近利用し始めた群

と以前から利用している群に2分される傾向が見られた。
9.一時的保育のない時の保育
次に一時的保育がなかった時期あるいは利用しなかっ

た時の保育状況については、全体の約半数に近い44.
1%すなわち86人が子どもを「預けていなかったJと
回答している。次いで「母の親」が多く、 43人 (22.
1 %)であった。それ以外では、 「父の親Jが16人(
8. 2%)で、以下「親戚J8人 (4. 1 %)、 「友達j
7人 (3.6%)と続いている。保育施設では、 「無認
可保育所Jを利用した者が10人 (5. 1 %)でベビー
シッターは4人 (2. 1 %)といった結果であったー

10.利用理由

今回の調査項目の中心である利用理由については、 1

0項目から複統芸択する方法による回答を求めている。
その結果を見ると、仕事を選択している者の割合が高く

、複数回答ながら、 45.6%にあたる89人見られた
。これは、措置の対象でありながら、保育所に入れない

子どもや待機の状態にある保護者が「日々Jではないが
非定型にあるいは緊急にこの一時的保育を利用している

という今日的保育事情をとの結果から十分推察される。

次いで、お童や安全な遊び場が近くにない、または集団

生活を経験させたいといった「子どもjの成長という視

点から利用している者も多く、 36.4%・71人がと
の項目を選んでいる。これは近年子どもを取り巻く生活

環境の貧困さ、孤立化に親たちが気付き、子どもの成長

と発達に保育所の集団を中心とした生活が大切であると

意識されるようになった結果とも言える。また、 ζれま

で保育所を利用する者のなかには、どちらかというと、

自身の都合を優先させ、子どもが置き去りにされるとい

ったケースも少なくなかったととから、こうした「子ど

もjの視点にたって保育所{果育が見直され、利用される

傾向は望ましく、今後の動向が期待される結果になって

いる。 ζの他では「普段面倒をみてくれていた家族の都

合がつかなくなったからjを選択している利用者が多く

、次いで「親自身の病気、ケガ」などがそれぞれ20%

台になっている。また、これまでは制度的に親の仕事や

それに伴う理由によって子と。もの保育に欠ける状況が{呆

育所の利用の大きな理由であったが、この一時的保育の

制度では、新たに親自身の子育てに対する精神面への援

助として、いわゆる「リフレッシュ」のための保育所利

用も大幅に認められる方向性が示されるようになった。

その結果、今回の調査において、一剖3を除く保育所で、

利用理由として選んでいる利用者が全体としては19人

(9. 7%)とわずかではあるが見られた。その他では
以下、順に「家族や知り合いの看護・介護のためJ (1 

1. 3%)、 「保育所入所への待機期間のためJ(9. 
2%)、 「求職活動のためJ (5. 1 %)と続いている

。なお、一時的保育を実施している保育所側から見た利

用理由に関する別の調査では2】、親の就労をトップに、

家族の看護、親の病気、親の勉強、冠婚葬祭という順序

になっている。多少順序に違いは見られるが理由として

はかなり近い内容と言えるが、今回の利用者側の調査と

大きく異なる項目としては、 「子どものためJに一時的
保育を利用しようとする利用者の割合に見られる差であ

る。すなわち利用者(親)が一時的保育を利用する大き

な理由に子どもの成長をあげているが、保育所側の見方
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ではその割合が8%の低率を示している。乙のギャップ

の意味するものが何かについては今後の調査と総合的な

分析が必要になろう。

11.利用の満足度とその理由

一時的保育を利用して満足している割合は約8割に達

している (79.0%).。不満に思っている利用者はわ

ずか4. 6%に過ぎない。この結果から判断すると、多

くの利用者は現行の一時的保育にほぼ満足していると思

われる。その理由としては、 「安心して預けられるjが

多く、 36.4%を占めている。次いで順に「保育者が

よく面倒を見てくれるJ (23.6%)、 「子どもが喜

んで通っているJ (1 1. 3 %)、 「集団生活の経験が
できるJ (10.8%)などが10%台で続いている。

この他では、子どもの成長に関する項目がいくつかあげ

られている。

反対に、不満感を持つ者はわずか10人で、内容的に

は「保育の時間が短いJr保育日数が少ないjなど一時
的保育の日数や時間の短さをあげている。

12.保育時の子どもの様子

一時的保育の場合、日々の保育ではないため、急に環

境が変わり、保育する者が親から保育者に移るため子ど

もに過度の緊張を強いたり、不安や興奮を起ごさせる状

況のなかに置くような場合が少なくない。乙乙では予想

されるこうした状況を親から見て、どうなのか回答を求

めた。それによると、 「少しずつ慣れるJ子どもが45

%程度と多く、次いで「すぐ慣れるJ子どもの35. 9 
%となっている。しかしながら、慣れない環境のなかで、

ri立き続けて親から離れないJ子どもは全体で13人(
6. 7%)見られた。これを「はじめて利用するj場合

と「以前から利用しているJ場合に分けて、 「よく泣く

J割合を相互にクロス集計すると、有意差は認められな

かったが数的によく泣く子どもは「はじめてjに多く、

「以前からjに比べほぼ2倍といった結果であった。ま

た、少しずつ「慣れるJ子どもの場合も同様に、 「以前

からjの方が「はじめてJより、慣れる割合が7ポイン
ト程度高くなっている。したがって、子どもを預かる場

合、特に「はじめてj来所した子どもの保育には十分な

配慮が保育所および保育者に求められているととが改め

て示唆される結果であった。

13.子どもの変化

次に、一時的保育による子どもの変化については、約

6割近くが「変わったjと回答している。その子どもの

変化の内容を見ると、子どもの「精神的成長jをあげて

いる者が30人で、これは全体の15%に相当する。ま

た、 「ことばjの発達を指摘している利用者が12.8 

% (25人)見られた。次いで、子どもの情緒や行動面

に関しては震欲や積極性がでてきたとする者は11. 8 

%おり、一時的保育が子どもの全体的な成長と発達に影

響しているととを言及する結果になっている。その反対

に、子どもが「後追いをするようになったjや「甘える

ようになったj、さらには団暴でわがままになったj

といった変化の内容を感じ取っている利用者もわずかな

がら見られる。しかし全体の変化を見ると、子どもの成

長と発達面でプラスにとらえている利用者が多く、なか

でも障害を持つ子どもの場合そうした傾向が著しいと、

担当の保育者は聞き取り調査で、語っている。

14.利用者自身の気持ちの変化

利用者すなわち親自身の気持ちはどうか、についての

回答では、複数回答ながら「安心して仕事(用車)がで

きるようになったjが69.7%に達している。次いで

、親自身の「精神的なゆとりjが47.7%と高い割合

を示している。また、子育てについて「担当の保育者や

他の親と話す機会が持てるようになったjという回答を

選択した者が23. 1%見られた。その他注目すべき項

目として、子どもを一時的保育に預ける際に、つらい気

持ちを持ちながら f自分(親)のためjと思って預げる

か、あるいは「子どものためjと思うかでは、 「子ども

のためjと思う方が3"-'4ポイント程度高く、 12.8 

%見られる。また、保育所に子どもを預けるζと自体が

「親の役目を果たしていないのでは、と思うj者が9.

6%いることが明らかになった。

15.今後の利用意向の有無

さらに、今日保育所において実施・運営されている一

時的保育の利用について今後も利用する意向があるかど

うかでは、 「必要に応じて利用するjが約6割程度 (5
7. 9%)で、 f積極的に利用するjを加えると、全体

で94.3%(184入)を占める結果になっている。

乙れは先に見た現行の一時的保育に対する満足度とほぼ

符合する割合を示していると考えられる。また「どちら

とも言えないjは2%で、 「利用したくないJはわずか
1人と極めて少なく、これからの一時的保育への利用は

今回の調査に限定するならば、増加の傾向を示すζとが

十分予想される。

16.一時的保育への要望

現行におげる保育所の一時的保育は一部を除くと、お

おむねここ数年に実施している保育所が多く、その多く

はなお試行錯誤の状態にあると言って過言で-はない。こ

こでは、これからの一時的保育に対する要望の有無と、

その内容について利用者に問うている。なお、その要望

の具体的な内容については便宜上、 1)保育時間、 2)
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保育料、 3)保育設備・環境、 4)保育内容、 5)保育

者、の5つの項目について回答を求めた。

1 )保育時間

まず、保育時間に関しては「要望ありJの割合が5つ
の項目のうち一番多く、全体の21.5%であった。そ

のほとんどすべてが保育時間や保育の日数を増やして欲

しいというもので、今後保育時間の延長と保育日数の増

すための具体的な取り組みが各保育所に求められてくる

ものと思われる。

2)保育料
次に要望の多かった項目としては「保育料Jがある。
これは全体で16.4%をしめる要望項目であったが、

この一時的保育に限らず、通常の保育においても保育料

の問題は一般に関心が高く、その主旨の多くは「もっと

低額にJといったニーズになっている。 3)今回の調査で

も一時的保育の保育料が高いので、もっと安くして欲し

いとの要望がそのすべてであった。しかしながら現行の

一時的保育の保育料が高いか否かの判断はさまざまな要

因があるため難しい問題ではあるが、他方多くの場合一

時的保育を行なうためには通常の保育の他に人的および

物的な要因を必要するため、そうした点を十分考慮した

適切な保育料の設定が不可欠であるととに間違いない。

また、当然、ζの問題は保育所だけで解決できるものでは

なく、一時的保育を積極的に実施している保育所に対す

る新たな公的援助のあり方が考えられなければならず、

その点を解決できるかどうかが今後の方向性を示す大き

な鍵になってくるものと思われる。

3)保育設備・環境
次いで要望が求められた項目では、保育設備・環境が

ある (9.7%)。そこでは一時的保育を実施している
保育所に対して改善してほしい点が指摘されている。そ

の多くは、保育所の薗庭や保育室をもっと広く、という

スペースに関するものがほとんどで、現状では物狸的に

難しいニーズのひとつでもある。

4)保育内容
実際の保育内容では、利用者の8.2%が要望ありと
回答し、そのうち多いものとしては「外遊びJをもっと
してほしいというものであった。その他では、しつけや

文字学習などのニーズがわずかながら見られた。

5)保育者
ζの設問でもっとも要望の少なかった項目が保育者に

対してであった。これは他の設問、例えば一時的保育へ

の満足度でも保育者の対応や子どもに対する保育への評

価が高いζとからも、十分うなずける。さらに今回調査

対象となった各保育所へのアンケートにおいても、一時

的保育への保育者としてのかかわり方にどζも十分な配

慮がなされているととが、結果として保育者への高い評

価につながっているものと思われる。

V.おわりに

以上のように、利用者を対象に保育所における一時的

保育に関する調査全般を通して見ると、利用する側から

見た一時的保育の現状をはじめ、保育される子どもの状

況や親自身の精神的側面などが一部明らかになった。特

に注目しておきたいことは、おしなべて一時的保育に対

する利用者の満足度の高きである。そうした背景には利

用者のニーズに応えるためだけの保育でなく子ども自身

の成長への満足感が利用者の理解を得ている点である。

また、担当の保育者への、子育てを通しての信頼関係も

看過できない要因になっている。しかしながら同時に解

決しなければならない問魁点や課題も明らかになってい

る。例えば、保育時間の増加や保育料の適正化などが利

用者に指摘された点である。とれらは今後利用しやすい

一時的保育を進めていく上で、解決すべき課題のひとつと

言える。同時に、一時的保育と子どもの成長と発達につ

いての視点も忘れてはならないであろう。通常の保育と

は異なり、断続的に慣れない環境のなかで短い時間を過

ごす子どもが充実した生活を送れるための保育が一時的

保育には特に求められる。そのためには日々試みられて

いる多くのすぐれた一時的保育の実践を通じて、子ども

の最善の利益を尊重する新たな保育の方法と内容を構築

するととが急務であると恩われる。

注

1)社会福祉法人日本保育協会の「延長保育・一時的保育

に関する調査報告書J(平成7年)は、一時的保育を
実施している保育所のうち262カ所を対象に、実施

状況全般をまとめた数少ない調査研究である。

2)向上

3)厚生省大臣官房縦刊育報部「平成8年度人口動餅土会

経済面調査の概要J、日本労働組合総連合会「女性の
就業と保育に関する調査報告J (平成5年)など参照

最後にこの調査に協力いただいた、高盛保育園、三育

保育園(北海道)、第二若葉保育園(岩手県)、狭山台

みつばさ保育園(埼玉県)、平塚保育園(神奈川県)、

あゆみ第二保育園(静岡県)の先生方、そして回答して

下さった方々に心より深謝申し上げます。また、調査票

の集計にあたっては、母子保健研究部の斎藤幸子主任研

究員の助力を得ました。併せてととに謝意を表します。
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12.質問10で、③の亙濫旦主主去にお聞きします.その浬由は何ですか.

理由:
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14.一時的保育を利用するようになって、お子さんの普段の様子は変わりましたか.
① 変わった. (それはどのようなところですか.) 
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一一日寺白勺イ呆曹ヨnこ隠尽ヲーる ~IJF肖考雪智司歪歪男Il (非定型・緊急)

1.一時的保育を利用されるお平さんの年齢と盤盟をお教え下さい民年齢は塾室で、性別は該当する
ものに♀旦をつけて下さい.また、あなた盲耳の年齢及びお子さんとの続柄をお書き下さい.

a)お子さんの年齢・性別①一一一一歳一一一一カ月 { 男・女 ) 
②一一一一続一一一一カ月 ( 男・女)
③一一一一歳ー一一一カ月 ( 男・女 ) 
@ー一一一歳一一一一カ月 ( 男・女 ) 

b)あなたの年齢はおいくつですか. 一一一一一ー 歳 c)続柄(

2.あなたの家の家族形態は次のどれですか. -~____ - _. -11  
①核家族 ②三世代家族 ③ ひとり親家庭 ④ その他 I I 

3.あなたは現在、何か仕事(パートを含む)をしていますか. _ .____. I rー「
① はい ② いいえ ③ 前はしていたが今はしていない ③求職中 I I 

4.質問3で、①のお仕事をしている方にお聞きします.その仕事の形態はどれですか. ‘「一一寸
①常勤 ②非常勤・パート ③ 自営 ③ その他( ) I I 

5.一時的保育を利用するようになったのははじめてですか. ・「一一「
①今回はじめて ②以前から利用している I I 

6.質問5で、②の「以前から利用しているJ方にお聞きします.それは①週平均何回くら
いで、②一回の利用時間はだいたい何時間くらいですか.カッコ内に数字でご記入下さい.
①週平均( )図 ② 一回の利用時間 ( )時間
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7.質問5で、②の「以前から利用しているJ方はいつごろから利用されていますか.
① 1カ月前から ② 2-3カ月前から ③ 4-6カ月前から
④ 6カ月-1年以内から ⑤ 1年以上前から

8.一時的保育の制度がなかった時、お子さんを誰(どと)に預けていましたか. ・ r一ー寸
①母の親 ② 父の親 ③ 親戚 ④ 友達 ⑤ベビーシッター I I 
⑤無認可保育所 ⑦預けていなかった ③ その他( ) L一一』
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9.一時的保育を利用する理由を3つ以内(必ず3つを選ぶ必要はありません. 1つまたは2つでも
豆)で選んで下さい.
①仕事(パートを含める) ②親自身の病気・ケガ、検診や治療通院など. e r一-，
③冠婚葬祭に出席のため. ④ 家族や知り合いの看護・介護のため. I I 
⑤ リフレvシュ(買い物や習い事、友途との会合など)のため. トーーイ
⑥子どものため(友達や安全な遊び場がない、集団生活を経験させたいなど). I I 
⑦ 保育所入所への待機期間にあるため. ③ 求職活動のため. トー一寸
⑨普段面倒をみてくれていた家族(祖母など)の都合がつかなくなったため. I 
⑩上記の①~⑨以外の理由 」一一』

17.一時的保育に望むことがありましたらお聞かせ下さい.各項目の①か②にO印をつけ、②の「望
むことJがある場合にはその内容をお書き下さい.
a)保育時間
→ ① 今のままでよい.
②望むζと
b)保育料
→ ① 今のままでよい.
②望むこと
c)保育内容(保育所での生活、遊びゃ食事など)
4 ① 今のままでよい.
②望むこと
d)保育設備・環事
司 ① 今のままでよい.
②望むこと
e)保育者
→ ① 今のままでよい.
②望むこと

※ 質問はこれで終わります.

口
10.一時的保育を利用して、満足ですかそれとも不満ですか.ひとつ選んで下さい.
①満足している ② どちらともいえない ③不満である

11.質問10で、①の満足している方にお聞きします.その理由は何ですか.

理由:

ご協力ありがとうございました.(裏ヘ)


